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第
五 

  
 

千
年
の
時
空 

   
 
 
 
 

一 
  

電
子
計
算
機
の
始
ま
り
は
、
一
九
四
六
年
に
完
成
し
た
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ

Ｃ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
の
時
間
を
、
仮
に
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
時
代
」
と
す
る
。 

 

一
方
、
数
学
理
論
に
基
づ
く
「
計
算
の
た
め
の
道
具
」「
機
械
的

な
仕
掛
け
」
は
、
十
七
世
紀
前
半
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
人

の
知
識
欲
、探
求
欲
が
星
占
い（
占
星
術
）や
錬
金
術
と
結
び
つ
き
、

小
作
料
の
徴
収
や
徴
税
を
精
密
に
す
る
必
要
が
生
じ
た
。 

 

と
も
あ
れ
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
ま
で
の
お
よ
そ
三
百
二
十
年
間
が
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
と
っ
て
の
「
前
史
」
に
相
当
す
る
。
そ
の
前
史
に

つ
い
て
エ
ポ
ッ
ク
を
拾
う
と
、
次
の
よ
う
な
歴
史
編
年
が
で
き
あ

が
る
。 

  

第
一
期
＝
計
算
器
具 

 

第
二
期
＝
歯
車
式
計
算
機 

 

第
三
期
＝
機
械
式
計
算
機 

 

第
四
期
＝
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機 

  

詳
し
く
は
後
述
す
る
。 

 

そ
こ
で
―
―
。 

 

本
節
で
は
計
算
機
で
な
く
、
時
間
と
空
間
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。 

こ
の
時
間
の
長
さ
は
、単
純
に
地
球
の
回
転
数
で
は
比
較
で
き
な
い
。 

 

十
九
世
紀
末
に
お
い
て
（
あ
る
い
は
現
代
で
さ
え
）、
最
も
普
遍

的
な
交
通
手
段
は
「
歩
く
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
太
古
か
ら
川

や
砂
浜
、
あ
る
い
は
山
の
尾
根
は
情
報
と
物
品
、
つ
ま
り
文
化
を
伝

え
る
道
と
な
っ
た
。 

 

平
安
末
期
か
ら
し
ば
ら
く
、
僧
兵
が
力
を
発
揮
し
得
た
の
は
、
尾

根
伝
い
に
情
報
を
伝
達
す
る
路
を
確
保
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
実
に
江
戸
末
期
に
い
た
る
ま
で
、
こ
と
交
通
に
関
し
て

平
野
と
い
う
も
の
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。 

 

や
が
て
世
の
中
が
平
穏
に
な
っ
た
の
で
街
道
が
整
備
さ
れ
た
。

十
返
舎
一
九
に
よ
る
と
、
江
戸
日
本
橋
か
ら
京
都
三
条
大
橋
ま
で
四

百
九
十
二
キ
ロ
を
往
く
の
に
は
十
三
泊
十
四
日
が
平
均
と
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
十
七
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
文
化
の
速

さ
は
時
速
一
・
五
キ
ロ
弱
で
あ
っ
た
。 

 
歩
く
こ
と
以
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も
う
ひ
と
つ
は
海

流
で
あ
る
。 

 

太
平
洋
の
南
西
海
域
に
発
し
た
黒
潮
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
か
ら
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台
湾
島
を
経
て
沖
縄
・
奄
美
諸
島
を
北
上
し
、
日
本
列
島
の
九
州
に

到
達
す
る
。し
か
る
の
ち
四
国
沖
を
通
過
し
て
一
気
に
房
総
半
島
ま

で
走
る
。あ
る
い
は
中
国
大
陸
に
沿
っ
て
北
上
す
る
暖
流
は
山
東
半

島
で
向
き
を
東
に
変
え
、直
進
し
て
五
島
列
島
を
経
て
対
馬
海
峡
か

ら
日
本
海
に
抜
け
る
。 

 

海
の
道
が
文
化
を
伝
え
た
。そ
の
速
度
は
お
よ
そ
時
速
四
キ
ロ
で

あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
風
ま
か
せ
、
波
ま
か
せ
で
あ
っ
て
、
意
思

に
基
づ
い
た
移
動
の
手
段
と
し
て
は
歩
く
と
い
う
行
為
に
敵
わ
な

か
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
時
間
と
速
度
を
質
的
に
変
え
た
の
は
、機
械
仕
掛
け
の

動
力
の
登
場
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
世
紀

末
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ワ
ッ
ト
が
密
閉
シ
リ
ン
ダ
ー
式
の
蒸
気
機
関

を
発
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
動
力
の
革
命
が
起
こ
っ
た
。
次
い

で
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
レ
イ
ビ
シ
ッ
ク
が
蒸
気
機
関
と
車
輪
と
を
結

び
つ
け
、
こ
れ
を
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
改
良
し
て
大

勢
の
人
や
荷
物
を
乗
せ
て
運
ぶ
方
法
を
生
み
出
し
た
。 

 

初
め
て
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
太
平
洋
を
横
断
し
た
蒸
気
船「
咸

臨
丸
」は
、三
浦
半
島
の
浦
賀
港
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
ま
で
、

片
道
八
千
四
百
五
十
キ
ロ
に
約
四
十
日
を
要
し
て
い
る
。厳
密
に
い

う
と
往
路
は
三
十
七
日
、
帰
路
は
三
十
五
日
―
―
布
哇
（
ハ
ワ
イ
）

で
過
ご
し
た
休
暇
五
日
間
を
加
え
る
と
四
十
日
―
―
で
あ
っ
た
。そ

の
時
速
は
、
九
キ
ロ
弱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

―
―
速
さ
が
二
倍
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
か
。 

 

と
い
う
見
方
を
す
る
限
り
、
社
会
・
経
済
を
論
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。 

 

重
要
な
の
は
、
物
理
的
な
速
度
と
い
う
以
外
の
こ
と
だ
。 

 

そ
れ
ま
で
到
達
が
不
可
能
だ
っ
た
未
知
の
世
界
と
往
来
が
で
き

た
。そ
れ
は
初
め
て
人
類
が
月
面
に
降
り
立
っ
た
以
上
に
衝
撃
的
な

出
来
事
だ
っ
た
。
物
理
的
な
速
度
が
、
質
的
な
変
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
咸
臨
丸
は
証
明
し
た
。 

 

陸
上
交
通
に
お
い
て
は
、
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）、
東
京
・
汐

留
と
横
浜
・
関
内
を
結
ぶ
日
本
初
の
陸
蒸
気
が
開
通
し
た
。
そ
の
主

な
目
的
は
、築
地
に
あ
っ
た
外
国
人
居
留
地
と
横
浜
の
居
留
地
を
短

時
間
に
結
ぶ
こ
と
に
あ
っ
た
。陸
蒸
気
は
三
十
二
キ
ロ
を
行
く
の
に

小
一
時
間
を
要
し
て
い
た
。文
化
の
伝
達
速
度
は
八
倍
に
上
が
っ
た
。 

 

次
い
で
液
体
の
化
石
燃
料
を
爆
発
さ
せ
、動
力
を
得
る
方
法
が
編

み
出
さ
れ
た
。
一
八
八
八
年
、
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ツ
が
ワ

イ
ヤ
で
で
き
た
車
輪
を
三
つ
備
え
た
台
車
に
、
ピ
ス
ト
ン
の
上
下

運
動
を
回
転
に
変
え
る
レ
シ
プ
ロ
エ
ン
ジ
ン
を
備
え
付
け
た
。
彼

は
そ
の
自
動
走
行
車
を
「
パ
テ
ン
ト
・
モ
ト
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
」

と
呼
ん
だ
。 
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そ
の
八
年
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
が
四
輪
車

に
搭
載
し
て
、
自
動
車
と
い
う
も
の
が
完
成
し
た
。 

 
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
）、
今
度
は
ラ
イ
ト
兄
弟
が
エ
ン
ジ

ン
を
使
っ
て
地
上
十
五
メ
ー
ト
ル
、十
二
秒
を
飛
ぶ
こ
と
に
成
功
し

た
。木
材
の
支
柱
と
布
で
で
き
た
初
期
の
複
葉
式
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機

の
速
度
は
、
時
速
六
十
キ
ロ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

現
代
は
太
平
洋
を
容
易
に
十
時
間
で
横
断
で
き
る
手
段
が
あ
り
、

東
京
と
大
阪
間
を
三
時
間
余
り
で
移
動
で
き
る
。
第
二
次
大
戦
後
で

あ
っ
て
も
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
東
京
―
大
阪
間
に
丸
三
日
を
要
し
て

い
た
が
、
高
速
道
路
が
あ
る
現
在
は
六
時
間
か
七
時
間
で
い
い
。
文

物
が
伝
わ
る
速
度
は
、
十
九
世
紀
末
の
百
倍
を
優
に
超
え
る
。 

  

次
に
情
報
の
伝
達
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
る
。 

 

か
つ
て
情
報
と
い
う
も
の
は
、
人
と
人
が
直
接
会
い
会
話
を
交

わ
し
、
物
を
手
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

証
拠
は
黒
曜
石
で
あ
る
。
そ
れ
は
硬
く
、
打
ち
削
る
と
カ
ミ
ソ
リ

の
よ
う
に
驚
く
ほ
ど
鋭
利
な
刃
が
生
じ
る
。 

 

長
野
県
の
高
地
で
採
取
さ
れ
た
黒
曜
石
は
専
門
の
工
房
で
加
工

さ
れ
、
商
品
と
し
て
関
東
各
地
に
運
ば
れ
た
。
あ
る
い
は
神
津
島

で
産
出
し
た
黒
曜
石
が
沼
津
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
い
え
ば
遠
く
赤
道
直
下
の
島
で
し
か
取
れ
な
い
貝
の
装

飾
品
が
埋
葬
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
西
暦
紀
元

か
ら
数
千
年
さ
か
の
ぼ
る
太
古
に
お
い
て
、
交
易
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
。 

 

古
代
に
お
い
て
も
非
接
触
型
の
情
報
伝
達
の
手
段
が
あ
っ
た
。た

だ
し
音
が
届
く
範
囲
、
煙
や
光
が
見
え
る
範
囲
に
限
ら
れ
た
。
つ
ま

り
「
有
視
界
通
信
」
だ
っ
た
。
こ
の
方
法
は
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
、

最
も
早
い
情
報
伝
達
の
手
段
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
大
阪
・
堂
島
の

米
相
場
は
手
旗
と
提
灯
で
全
国
に
伝
え
ら
れ
た
。情
報
を
迅
速
に
伝

え
る
に
は
、
膨
大
な
人
手
が
か
か
っ
た
。 

 

世
界
で
初
め
て
通
信
の
仕
組
み
を
作
っ
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
民

族
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
草
原
の
民
は
十
二
世
紀
の
当

時
、諸
部
族
を
糾
合
し
て
も
総
人
口
は
二
百
万
人
に
満
た
な
か
っ
た
。

兵
は
二
十
五
万
人
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
が
つ
む
じ
風
の
ご
と
く
に

起
こ
っ
て
二
千
万
人
の
漢
民
族
を
支
配
し
、さ
ら
に
遠
征
し
て
ウ
ラ

ル
山
脈
を
越
え
、東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
覆
う
大
帝
国
を
築
き
上
げ
た
。 

 

現
在
も
ゴ
ビ
砂
漠
に
点
々
と
風
化
し
て
残
る
烽
火
台
は
直
線
を

な
し
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
る
煙
の
色
に
よ
っ
て
火
急
万
一
の
事
態

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
モ
ー
ル
ス
が
電
信
装

置
を
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
に
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
が
電
話
装
置

を
そ
れ
ぞ
れ
開
発
し
、ま
た
た
く
間
に
無
視
界
通
信
が
実
用
に
供
さ

れ
て
い
っ
た
。 

 

日
本
に
電
信
機
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、嘉
永
七
年（
一
八
六
四
）
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で
あ
る
。
日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
た
際
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
イ

ン
ド
艦
隊
提
督
の
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
が
幕
府
に
贈
り
、
い
ま
も

東
京
湾
に
残
る
お
台
場
で
実
演
が
行
わ
れ
た
。
一
八
七
七
年
（
明
治

十
）
の
西
南
の
役
の
と
き
、
政
府
軍
は
電
信
機
で
互
い
に
連
絡
し
合

い
、薩
軍
の
動
き
を
伝
え
合
っ
て
西
郷
隆
盛
が
潜
む
洞
穴
を
発
見
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 

一
方
の
電
話
は
、
ベ
ル
が
第
一
号
機
を
発
明
し
た
翌
年
、
早
く
も

二
台
の
装
置
が
明
治
政
府
に
も
た
ら
さ
れ
、ま
ず
治
安
維
持
用
に
警

察
の
専
用
で
実
用
化
さ
れ
た
。民
間
に
供
さ
れ
た
の
は
一
八
九
〇
年

（
明
治
二
十
三
）
で
あ
る
。
東
京
と
横
浜
の
市
内
お
よ
び
、
両
都
市

間
で
三
百
四
十
三
人
の
契
約
を
も
っ
て
電
話
交
換
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。 

 

し
か
し
多
く
の
人
々
は
、
伝
書
鳩
の
方
が
信
頼
で
き
る
し
早
い
、

と
考
え
て
い
た
。 

 

電
信
・
電
話
は
、
相
手
が
電
信
機
や
電
話
機
を
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
交
信
の
や
り
よ
う
が
な
い
。
そ
の
点
、
伝
書
鳩
は
回
線
が
通

っ
て
い
な
い
遠
隔
地
か
ら
で
も
、
山
を
越
え
、
川
を
越
え
、
海
す

ら
渡
っ
て
通
信
文
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
敗
北
し
た

こ
と
を
、伝
書
鳩
を
使
っ
て
誰
よ
り
も
早
く
入
手
し
て
巨
万
の
富
を

得
た
。
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
の
と
き
で
あ
る
。 

 

ロ
イ
タ
ー
通
信
社
が
ニ
ュ
ー
ス
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
間
も

な
い
一
八
五
〇
年
、
パ
リ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
ま
で
情
報
を
送
ろ
う
と

し
た
。
だ
が
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
二
百
キ
ロ
は
通
信
線
が
敷
か
れ

て
い
な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
で
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
は
伝
書
鳩
を
使
っ
て
中
継
し
た
。通
信

回
線
で
送
ら
れ
て
き
た
電
文
を
小
さ
な
文
字
に
書
き
写
し
、そ
れ
を

鳩
の
足
に
付
け
た
筒
に
入
れ
た
。受
け
取
っ
た
通
信
員
が
再
び
電
信

文
に
直
し
て
送
信
し
た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
次
大
戦
で
は
無
線
通
信
が
活
躍
し
た
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線

で
も
太
平
洋
戦
線
で
も
、 

 

―
―
鳩
を
撃
て
。 

 

と
い
う
命
令
が
通
信
兵
に
課
せ
ら
れ
た
。 

 

人
々
は
素
朴
に
、
動
物
の
帰
巣
本
能
を
信
じ
て
い
た
、
と
い
っ
て

い
い
。 

 

無
視
界
通
信
の
技
術
開
発
を
促
し
た
の
は
、国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト

で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
戦
争
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
第
一
次
大
戦
と
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）
の
ベ
ル
リ

ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
、
相
手
を
目
視
で
き
る
範
囲
で
砲
弾

が
飛
び
、
歩
兵
の
接
近
戦
が
勝
敗
を
分
け
た
。
だ
が
そ
の
四
年
後
、

一
九
四
〇
年
に
開
催
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

境
に
、
見
え
ざ
る
敵
と
の
戦
い
に
な
っ
た
。 

 

無
線
と
暗
号
が
飛
び
交
い
、航
空
機
の
進
む
べ
き
方
向
が
電
波
で

示
さ
れ
、
爆
弾
に
信
号
発
信
装
置
が
埋
め
込
ま
れ
、
レ
ー
ダ
ー
が
敵
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の
位
置
を
探
り
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
砲
の
弾
を
飛
ば
す
よ

り
、
飛
行
機
で
敵
の
上
空
か
ら
投
下
し
た
ほ
う
が
い
い
、
と
人
々

は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
巨
大
な
戦
艦
が
撃
沈
さ
れ
る
と
戦
争

資
源
は
そ
の
瞬
間
に
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
あ
れ
ば
、
航
空

機
が
撃
ち
落
さ
れ
た
ほ
う
が
ま
し
な
の
だ
っ
た
。 

 

戦
争
も
ま
た
費
用
対
効
果
の
原
則
で
動
く
。 

 

電
子
と
情
報
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。 

 

戦
後
に
入
っ
て
も
、
通
信
社
や
新
聞
社
、
証
券
会
社
な
ど
の
ビ
ル

の
屋
上
に
は
鳩
小
屋
が
あ
っ
た
。
東
京
・
銀
座
の
ど
真
ん
中
に
本
社

を
構
え
て
い
た
日
本
電
報
通
信
社
（
電
通
）
は
、
そ
の
名
乗
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
、伝
書
鳩
専
門
の
世
話
係
と
訓
練
係
が
雇
わ
れ
て
い
た
。

中
学
生
や
高
校
生
が
伝
書
鳩
を
飼
い
、あ
ち
こ
ち
で
鳩
の
優
秀
さ
を

競
う
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か
れ
た
。
こ
の
時
代
、
鳩
は
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
っ
た
。 

 

団
塊
の
世
代
は
、
埼
玉
県
の
川
口
を
舞
台
に
し
た
映
画
『
キ
ュ
ー

ポ
ラ
の
あ
る
街
』
を
、
ほ
ろ
苦
く
思
い
出
す
に
違
い
な
い
。
そ
れ

は
誰
も
が
貧
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
楽
し
く
充
実
し
て
い
た
と
い
う
、

戦
後
世
代
に
共
通
す
る
記
憶
に
結
び
つ
く
た
め
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
九
七
〇
年（
昭
和
四
十
五
）の
五
月
、通
商
産
業
省（
通
産
省
）

が
「
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す
る
法
律
」
を
成
立
・
施
行

し
、
同
法
に
基
づ
い
て
特
別
法
人
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
が
発
足

し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
社
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振

興
協
会
（
ソ
フ
ト
協
）、
社
団
法
人
日
本
情
報
セ
ン
タ
ー
協
会
（
セ

ン
タ
ー
協
）、
次
い
で
七
二
年
に
官
民
合
同
の
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

モ
ジ
ュ
ー
ル
技
術
研
究
開
発
組
合
」
が
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
、
か
く
し

て
「
業
界
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

こ
の
「
定
説
」
は
、
大
筋
に
お
い
て
間
違
い
で
は
な
い
。 

 

国
に
よ
る
国
内
電
子
産
業
の
育
成
・
振
興
策
が
な
け
れ
ば
、
日
本

は
ア
メ
リ
カ
と
肩
を
並
べ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
半
導
体
の
生
産
国

に
な
り
得
た
か
ど
う
か
。
国
の
手
厚
い
保
護
策
の
も
と
で
国
産
メ

ー
カ
ー
が
競
い
合
っ
た
結
果
、
産
業
・
社
会
の
情
報
化
が
進
展
し
た

と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。 

 

国
内
電
子
工
業
の
振
興
策
に
よ
っ
て
、
日
本
に
独
自
の
電
子
技
術

が
蓄
積
さ
れ
、半
導
体
や
通
信
の
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
国
産
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
普
及
し
た

の
は
事
実
だ
が
、
ソ
フ
ト
／
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
形
成
が
た
だ
ち
に

イ
コ
ー
ル
で
あ
る
か
ど
う
か
。 

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
に
産
業
界
が

有
償
の
価
値
を
認
め
た
の
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
／
サ
ー

ビ
ス
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
あ
っ
た
。
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国

産
化
支
援
策
が
ソ
フ
ト
／
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
歪
め
た
と
い
う
見
方
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も
成
り
立
つ
。 

 
一
方
、
な
に
ゆ
え
に
一
九
五
五
年
以
来
の
電
子
工
業
振
興
五
カ
年

計
画
が
下
方
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
が
隆
盛
し
た
要
因
は

何
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
は
考
察
す
る
に
値
す
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
論
は
〈
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ

ト
〉
の
発
想
が
基
本
に
あ
る
。
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
製
品
や
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
据
え
て
語
り
た
が
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で

一
定
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
。 

 

た
だ
〈
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
〉
の
発
想
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

な
ぜ
、
そ
の
製
品
、
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の

か
。
な
ぜ
そ
の
企
業
が
成
長
し
た
の
か
。
利
用
者
で
あ
る
産
業
界

や
社
会
は
何
を
求
め
た
の
か
。
そ
の
前
提
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方

だ
っ
た
の
か
。 

 

こ
の
発
想
に
立
っ
た
と
き
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
一
般
的
な
編
年

―
―
真
空
管
＝
第
一
世
代
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
＝
第
二
世
代
、
Ｉ
Ｃ
＝

第
三
世
代
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
＝
第
三
・
五
世
代
―
―
は
異
な
っ
た
も
の
に
な

る
。 

 

筆
者
は
ゆ
え
に
情
報
社
会
論
な
い
し
情
報
社
会
史
論
的
な
視
野

に
立
っ
て
、Ｉ
Ｔ
産
業
の
編
年
指
標
を
再
構
築
す
る
作
業
を
試
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｔ
は
、 

 
 
Inform

ation&
T
echnology 

 

あ
る
い
は 

 
 
InovationalT

echnology 
 

に
転
換
す
る
に
違
い
な
い
。 

                

序
叙 

了 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

十
返
舎
一
九 

じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
・
い
っ
く
／
１
７
６
５
〜
１
８
３
２
。『
東
海

道
膝
栗
毛
』
を
は
じ
め
多
く
の
戯
作
を
残
し
た
。
初
め
て
の
職
業
作
家
と
い

わ
れ
る
。
幼
名
は
市
九
、
通
名
は
与
七
、
幾
五
朗
。
本
名
は
重
田
貞
一
。
駿

府
町
方
同
心
の
家
に
生
ま
れ
た
が
大
阪
で
義
太
夫
、
浄
瑠
璃
。
香
道
な
ど
を

学
ん
だ
。
筆
名
「
十
返
」
は
十
度
焚
い
て
も
香
が
残
る
「
黄
熱
香
」、
一
九
は

幼
名
「
市
九
」
に
ち
な
ん
で
い
る
。 

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ワ
ッ
ト 

Jam
es W

att

／
１
７
３
６
〜
１
８
１
９
。 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
レ
イ
ビ
シ
ッ
ク 

Richard T
revithick

／
１
７
７
１
〜
１

８
３
３
。 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン 

George Stephenson

／
１
７
８
１
〜
１

８
４
８
。 

築
地
の
外
国
人
居
留
地 

ペ
ギ
ー
葉
山
唄
う
と
こ
ろ
の
「
蔦
の
か
ら
ま
る
チ

ャ
ペ
ル
で
…
…
」で
知
ら
れ
る
立
教
大
学
の
レ
ン
ガ
造
り
の
洋
風
旧
校
舎
は
、

築
地
の
外
国
人
居
留
地
か
ら
移
築
さ
れ
た
。
今
も
築
地
に
残
る
の
は
聖
路
加

病
院
で
あ
る
。 

カ
ー
ル
・
ベ
ン
ツ 

K
arl Friedrich Benz

／
１
８
４
４
〜
１
９
２
９
。 

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド 

H
enry Ford

／
１
８
６
３
〜
１
９
４
７
。 

ラ
イ
ト
兄
弟 

W
right Brothers

：
牧
師
ミ
ル
ト
ン
・
ラ
イ
ト
の
三
男
ウ
ィ

ル
バ
ー
・
ラ
イ
ト
（W

ilbur W
right

／
１
８
６
７
〜
１
９
１
２
）
と
四
男

オ
ー
ヴ
ィ
ル
・
ラ
イ
ト
（O

rville W
right

／
１
８
７
１
〜
１
９
４
８
）。 

神
津
島
の
黒
曜
石 

一
九
九
九
年
、
沼
津
市
足
高
西
洞
で
紀
元
前
三
万
年
〜

一
万
年
前
の
旧
石
器
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
黒
曜
石
の
石
器
が
出
土
し
た
。
蛍

光
Ｘ
線
分
析
に
よ
っ
て
神
津
島
産
の
黒
曜
石
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
近

隣
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
黒
曜
石
石
器
も
神
津
島
産
と
い
う
同
定
結
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
長
野
県
茅
野
市
の
尖
石
遺
跡
で
採
掘
さ
れ
た
黒

曜
石
は
関
東
地
方
に
広
く
搬
送
さ
れ
て
い
た
。 

蒙
古
族
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム 

中
国
大
陸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
た
が
る

総
面
積
約
八
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
開
い
た
チ
ン
ギ

ス
＝
ハ
ン
は
「
烽
火
台
」
の
ほ
か
に
「
駅
站
制
」
を
整
え
た
。
ほ
ぼ
五
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
「
駅
」
に
は
つ
ね
に
騎
馬
隊
が
駐
屯
し
、

五
㎞
間
隔
で
建
て
ら
れ
た
兵
舎
を
通
じ
て
公
文
書
が
伝
奏
さ
れ
た
。
火
急
の

知
ら
せ
は
烽
火
に
よ
っ
て
三
日
内
に
全
土
に
伝
え
ら
れ
、
公
文
書
は
七
日
間

で
伝
奏
さ
れ
た
と
い
う
。 

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
モ
ー
ル
ス 

Sam
uel Finley Breese M

orse

／
１
７
９
１

〜
１
８
７
２
。 

グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル 

A
lexander Graham

 Bell

／
１
８
４
７
〜
１
９
２
２
。 

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い 

一
八
一
五
年
六
月
十
五
日
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
連

合
王
国
（
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
）
の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
（W

aterloo

：
ウ
ォ
ー
タ

ー
ル
ー
と
も
）
で
行
わ
れ
た
大
規
模
な
戦
闘
。
参
加
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
帝

国
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
）
軍
七
万
二
千
人
と
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
公
国

連
合
六
万
八
千
人
だ
っ
た
。 

伝
書
鳩
と
電
信 

『
伝
書
鳩 

も
う
ひ
と
つ
の
Ｉ
Ｔ
』（
黒
岩
比
佐
子
、
文
春

新
書
）。『
ニ
ュ
ー
ス
の
商
人
ロ
イ
タ
ー
』（
倉
田
保
雄
、朝
日
文
庫
）に
よ
る
。 

映
画
『
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
』 

日
活
、
一
九
六
二
。
原
作
＝
早
船
ち
よ
、

脚
本
＝
今
村
昌
平
・
浦
山
桐
郎
、
監
督
＝
浦
山
桐
郎
、
音
楽
＝
黛
敏
郎
、
出

演
＝
吉
永
小
百
合
、
浜
田
光
夫
、
東
野
英
治
郎
、
加
藤
武
、
北
林
谷
栄
、
小

沢
昭
一
、
殿
山
泰
司
、
吉
行
和
子
、
菅
井
き
ん
な
ど
。 

情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す
る
法
律 

通
称
「
情
報
処
理
振
興
法
」。

「
情
振
法
」
と
略
さ
れ
た
。 
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情
報
処
理
振
興
事
業
協
会 

Inform
ation-technology Prom

otion A
gen 

cy
：
Ｉ
Ｐ
Ａ
／
の
ち
改
称
し
て
「
情
報
処
理
推
進
機
構
」
と
な
っ
た
。 
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